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井
上
通
泰
門
下
の
歌
学
雑
誌
と
し
て
創
刊
さ
れ
た
『
国
歌
』
は
、
正
宗
敦
夫
に
よ
っ
て
明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
年
八
月
十
五
日
に
第
一
巻
第
一
号
が
発
刊
さ
れ
た
。
「
発
刊
の
辞
」
は
敦
夫
に
よ
っ
て
記
さ
れ
、
そ
の
目
的
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
新
派
旧
派
と
も
に
己
ら
の
願
ふ
と
こ
ろ
に
在
ら
ず
　
こ
ヽ
に
予
等
同
人
集
ま
り
て
国
歌
会
を
起
し
　
新
旧
其
の
い
つ
れ
に
も
か
た
よ
ら
ず
正
派
を
稱
へ
む
と
す
　
古
歌
古
文
に
其
根
底
を
置
き
　
歌
格
歌
語
は
旧
き
を
も
あ
た
ら
し
き
を
も
厭
は
ず
　
從ママ
横
自
在
た
ら
む
こ
と
を
欲
す
（
略
）
こ
の
よ
う
に
新
旧
ど
ち
ら
に
も
偏
ら
な
い
雑
誌
を
作
っ
て
い
こ
う
と
し
た
。
そ
の
方
針
は
明
確
に
執
筆
者
に
現
れ
て
い
る
。
師
匠
で
あ
る
桂
園
派
の
松
浦
辰
男
、
井
上
通
泰
を
は
じ
め
、
御
歌
所
の
高
崎
正
風
、
大
口
鯛
二
、
鎌
田
正
夫
、
小
出
粲
な
ど
旧
派
の
歌
人
、
伊
藤
左
千
夫
、
古
泉
千
樫
、
佐
佐
木
信
綱
な
ど
新
派
の
歌
人
の
名
前
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
小
野
節
、
岡
直
廬
な
ど
同
門
の
郷
土
歌
人
の
名
前
も
あ
り
、
旧
派
と
新
派
、
中
央
と
地
方
の
融
合
を
は
か
ろ
う
と
す
る
意
図
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
「
常
磐
会
詠
草
」
と
あ
る
の
は
、
明
治
三
十
九
年
、
森
外
、
賀
古
鶴
所
が
幹
事
、
井
上
通
泰
・
小
出
粲
・
大
口
鯛
二
、
佐
佐
木
信
綱
が
撰
者
と
な
っ
て
発
足
し
た
「
常
磐
会
」
に
出
詠
、
入
選
し
た
歌
を
載
せ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
、
地
方
の
片
田
舎
で
発
刊
さ
れ
た
雑
誌
と
は
思
え
な
い
水
準
の
高
さ
が
窺
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
七
月
十
五
日
に
『
国
歌
』
は
第
三
十
六
号
で
終
刊
を
迎
え
た
。
敦
夫
の
「
終
刊
の
辞
」
に
そ
の
理
由
が
記
さ
れ
る
が
、
敦
夫
の
多
忙
、「
歌
文
珍
書
保
存
会
」
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
更
に
、
通
泰
門
下
の
雑
誌
に
福
山
で
発
刊
さ
れ
て
い
る
『
た
づ
ぞ
の
』
が
あ
り
、『
国
歌
』
と
合
併
し
て
雑
誌
を
更
に
充
実
さ
せ
た
い
こ
と
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い
て
は
吉
崎
志
保
子
著
『
正
宗
敦
夫
の
世
界
』（
一
九
八
九
年
、
一
五
五
〜
二
二
八
頁
）
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
井
上
通
泰
、
伊
藤
左
千
夫
、
森
外
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
赤
羽
淑
著
『
正
宗
敦
夫
を
め
ぐ
る
文
雅
の
交
流
』（
和
泉
書
院
・
一
九
九
五
年
）
に
詳
し
い
。
現
在
『
国
歌
』
が
全
巻
揃
っ
て
み
ら
れ
る
の
は
、
正
宗
文
庫
に
お
い
て
で
あ
る
が
、『
古
典
研
究
』
第
二
十
一
号
に
近
藤
美
智
子
「
正
宗
敦
夫
編
集
発
行
『
国
歌
』
総
目
録
」
が
あ
る
。
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正
宗
敦
夫
編
集
発
行
『
国
歌
』
執
筆
者
索
引
川
　
野
　
　
　
良
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以
下
執
筆
者
を
五
十
音
順
に
記
す
。
ア
巻
号
赤
井
　
清
門
　
秋
庭
一
五
・
二
か
ゆ
杖
一
八
・
五
一
ひ
と
り
ね
一
七
・
三
八
荒
木
　
　
寧
　
長
歌
一
首
二
三
・
六
一
長
歌
二
首
二
一
・
五
八
明
治
四
十
一
年
元
旦
作
歌
一
八
・
五
〇
石
関
子
万
葉
雑
考
二
三
・
一
二
石
田
　
　
昌
吉
備
日
記
　
一
二
九
・
二
八
吉
備
日
記
　
二
三
〇
・
一
〇
吉
備
日
記
　
三
三
一
・
八
吉
備
日
記
　
四
三
二
・
二
二
吉
備
日
記
　
五
三
四
・
一
九
長
歌
二
首
一
八
・
五
一
石
橋
　
思
案
松
波
遊
山
先
生
四
・
三
松
波
遊
山
先
生
五
・
一
七
磯
野
　
秋
渚
あ
は
れ
松
波
翁
三
・
一
二
草
径
集
評
釈
　
一
二
七
・
二
八
草
径
集
評
釈
　
二
二
九
・
一
九
草
径
集
評
釈
　
三
三
二
・
四
浪
花
墓
誌
抄
一
七
・
三
三
浪
花
墓
誌
抄
　
二
一
九
・
三
八
浪
花
墓
誌
抄
二
二
・
五
二
〔
判
〕
国
歌
会
十
番
歌
合
　
さ
く
ら
三
四
・
二
七
磯
辺
　
八
郎
歌
学
雑
録
　
一
一
〇
・
一
伊
藤
左
千
夫
一
国
の
元
気
を
現
顕
せ
る
歌
あ
り
や
三
〇
・
一
六
実
朝
卿
の
歌
一
首
二
六
・
二
春
宵
歌
談
三
三
・
四
続
万
葉
雑
考
二
四
・
二
六
続
万
葉
雑
考
　
二
二
五
・
五
天
の
ま
す
み
一
七
・
一
万
葉
集
新
釈
一
二
・
二
五
井
上
　
通
泰
小
川
真
澄
の
歌
二
七
・
二
一
歌
学
随
筆
　
一
一
八
・
三
歌
学
随
筆
（
転
載
の
部
）
一
一
九
・
一
九
歌
学
随
筆
　
二
二
〇
・
四
香
川
景
樹
一
八
・
一
一
香
川
景
樹
（
承
前
）
一
九
・
二
近
詠
録
二
・
一
九
金
葉
集
講
義
摘
録
三
六
・
一
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小
出
翁
の
歌
二
二
・
二
五
詞
花
和
歌
集
講
義
摘
録
三
二
・
一
詞
花
和
歌
集
講
義
摘
録
三
三
・
一
城
南
荘
詠
草
三
・
三
三
城
南
荘
筆
話
六
・
二
照
射
考
二
二
・
二
照
射
考
二
四
・
一
照
射
考
（
承
前
）
二
五
・
二
松
波
遊
山
先
生
三
・
一
万
葉
集
巻
頭
の
歌
の
訓
一
・
一
二
見
菟
原
処
女
墓
歌
の
反
歌
の
訓
一
二
・
二
二
八
雲
立
つ
と
い
う
神
詠
の
新
解
二
・
三
九
〔
競
点
詠
草
〕
鵜
河
三
六
・
一
五
卯
花
一
〇
・
四
七
海
辺
納
涼
及
帰
省
一
・
四
〇
夏
月
二
三
・
四
六
寒
蘆
一
七
・
三
五
寒
草
二
九
・
三
六
菊
四
・
二
四
暁
鹿
一
四
・
三
九
螢
一
一
・
三
二
月
前
柳
八
・
四
二
早
苗
三
五
・
二
〇
山
吹
二
二
・
三
二
残
菊
一
六
・
五
〇
残
雪
一
九
・
四
四
時
雨
五
・
二
五
水
辺
菊
一
五
・
三
五
秋
草
二
・
五
三
秋
夕
二
七
・
四
四
曙
覚
三
二
・
三
六
初
雁
二
五
・
四
〇
春
雨
九
・
三
〇
春
月
三
三
・
三
二
春
雪
三
一
・
四
四
春
望
二
一
・
二
五
萩
一
三
・
二
〇
早
梅
三
〇
・
一
八
待
春
六
・
一
六
島
国
一
八
・
五
二
若
草
二
〇
・
三
五
撫
子
一
二
・
三
五
野
月
二
六
・
四
二
百
合
二
四
・
三
六
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落
葉
二
八
・
四
九
〔
撰
〕
第
二
十
八
回
常
磐
会
選
歌
三
〇
・
一
七
常
磐
会
第
三
十
三
回
選
歌
三
五
・
一
五
常
磐
会
第
三
十
四
回
選
歌
三
六
・
九
〔
寄
〕
景
樹
評
満
藤
春
樹
詠
草
二
三
・
五
〇
景
樹
評
満
藤
春
樹
詠
草
　
四
二
四
・
三
〇
景
樹
評
満
藤
春
樹
詠
草
　
五
二
五
・
五
二
幸
文
評
春
樹
詠
草
二
八
・
七
幸
文
評
春
樹
詠
草
　
二
二
九
・
一
一
直
好
評
満
藤
春
樹
詠
草
二
七
・
二
四
〔
談
〕
果
樹
翁
の
贈
位
に
就
て
一
六
・
二
三
歌
道
上
の
景
樹
一
六
・
二
〇
岩
崎
　
勝
従
国
歌
音
調
要
旨
一
九
・
一
六
上
田
　
及
淵
神
代
系
頌
一
三
・
二
五
歌
三
昧
菅
沼
斐
雄
集
を
読
み
て
一
一
・
一
〇
菅
沼
斐
雄
集
を
読
み
て
　
二
一
二
・
一
一
王
山
生
歌
人
と
其
天
稟
二
一
・
六
〇
歌
人
と
其
天
稟
二
三
・
六
〇
歌
人
と
其
天
二
四
・
五
四
大
口
　
周
魚
す
ゝ
み
ふ
ね
二
三
・
一
大
口
　
鯛
二
〔
撰
〕
第
二
十
八
回
常
磐
会
選
歌
三
〇
・
一
七
常
磐
会
第
三
十
三
回
選
歌
三
五
・
一
五
常
磐
会
第
三
十
四
回
選
歌
三
六
・
九
大
島
　
那
加
あ
ゆ
の
風
二
二
・
一
〇
う
つ
む
と
云
ふ
語
に
就
て
三
四
・
一
歌
俳
小
言
二
七
・
八
岸
打
波
三
二
・
一
一
希
望
辞
な
ん
の
意
義
二
三
・
一
三
西
行
上
人
の
奥
城
二
四
・
四
詞
瓊
綸
縁
接
梗
概
　
一
三
一
・
三
三
草
径
集
評
釈
　
一
二
七
・
二
八
草
径
集
評
釈
　
二
二
九
・
一
九
草
径
集
評
釈
　
三
三
二
・
四
読
山
斎
集
三
三
・
一
一
爾
成
登
成
弁
三
〇
・
二
紅
葉
づ
と
い
ふ
語
に
就
て
二
五
・
九
八
木
立
山
小
伝
二
八
・
二
一
大
島
仲
太
郎
渡
辺
重
春
翁
略
伝
三
六
・
六
太
田
　
行
夫
清
奇
館
八
勝
二
一
・
五
七
大
野
木
克
豊
歌
の
措
辞
に
付
て
附
歌
学
一
七
・
二
歌
の
措
辞
に
付
て
附
歌
学
一
八
・
四
大
道
　
君
寄
滋
賀
重
直
大
人
歌
集
二
四
・
一
六
よ
ろ
こ
び
の
ま
き
二
三
・
三
七
小
野
　
　
節
木
下
幸
文
の
書
翰
一
・
四
四
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木
下
幸
文
の
書
翰
二
・
三
四
時
に
於
け
る
香
川
景
樹
翁
の
書
翰
八
・
一
六
松
波
遊
山
先
生
を
憶
ふ
四
・
一
二
頼
山
陽
の
辞
一
七
・
九
六
出
片
ゝ
六
・
四
二
岡
　
　
直
廬
斎
垣
内
詠
草
七
・
一
一
斎
垣
内
集
　
一
二
八
・
三
七
斎
垣
内
集
　
二
二
九
・
三
四
斎
垣
内
集
三
一
・
二
六
斎
垣
内
集
三
編
　
一
八
・
一
斎
垣
内
集
三
編
　
二
九
・
一
〇
斎
垣
内
集
三
編
　
三
一
〇
・
六
斎
垣
内
集
三
編
　
四
一
一
・
七
斎
垣
内
集
三
編
　
五
一
二
・
八
斎
垣
内
集
三
編
　
六
一
三
・
一
四
斎
垣
内
集
三
編
　
七
一
五
・
二
四
斎
垣
内
集
三
編
　
四
三
四
・
一
一
伊
予
路
日
記
　
一
二
九
・
五
伊
予
路
日
記
　
二
三
〇
・
六
伊
予
路
日
記
　
三
三
一
・
二
詠
新
年
松
歌
六
・
一
小
倉
百
人
一
首
初
句
取
月
歌
四
・
九
小
倉
百
人
一
首
初
句
取
月
歌
五
・
四
五
歌
説
二
・
一
近
世
歌
話
一
一
・
二
六
近
世
歌
話
　
二
一
二
・
一
七
近
世
歌
話
一
三
・
三
五
近
世
歌
話
　
四
一
四
・
一
三
近
世
歌
話
　
五
一
五
・
一
三
近
世
歌
話
　
六
一
六
・
八
近
世
歌
話
　
七
二
二
・
二
三
近
世
歌
話
二
四
・
一
一
近
世
歌
話
　
拾
遺
一
二
六
・
二
〇
去
年
の
歌
一
九
・
三
一
去
年
の
歌
二
〇
・
二
一
去
年
の
歌
　
三
二
一
・
一
六
去
年
の
歌
　
四
二
二
・
二
九
去
年
の
歌
　
五
二
三
・
三
五
去
年
の
歌
　
六
二
五
・
二
九
去
年
の
歌
　
七
二
六
・
三
四
去
年
の
歌
　
八
二
八
・
二
二
多
知
曾
婆
伊
知
佐
加
紀
の
事
九
・
四
一
筑
紫
日
記
一
八
・
二
七
筑
紫
日
記
　
三
一
九
・
五
六
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筑
紫
日
記
　
四
二
一
・
三
三
筑
紫
日
記
二
二
・
四
二
筑
紫
日
記
　
六
二
三
・
二
七
時
の
日
記
一
七
・
二
三
常
磐
題
一
六
・
四
五
平
賀
元
義
集
を
読
み
万
葉
草
廬
主
人
の
記
さ
れ
た
る
を
み
る
に
羽
生
芳
太
郎
氏
の
調
べ
ら
れ
た
る
物
に
よ
り
て
云
々
の
文
に
付
て
い
さ
ゝ
か
所
感
を
述
ぶ
三
五
・
一
万
葉
一
巻
　
紀
温
泉
之
額
田
王
作
歌
の
訓
方
四
・
一
〔
競
点
詠
草
〕
雨
三
五
・
二
七
鶯
七
・
三
四
鶴
三
一
・
三
九
花
満
山
九
・
四
九
机
二
二
・
三
五
硯
二
三
・
五
五
軒
三
四
・
三
七
子
二
八
・
五
三
子
二
九
・
四
〇
榊
一
七
・
四
一
杉
一
〇
・
五
〇
山
家
八
・
二
四
酒
二
五
・
四
三
船
一
八
・
五
五
書
二
四
・
四
七
松
六
・
三
一
親
二
七
・
四
八
心
二
一
・
三
九
新
樹
露
滋
二
二
・
四
五
早
春
霞
一
九
・
六
一
竹
一
三
・
四
一
笛
一
四
・
四
二
坂
三
二
・
四
二
落
葉
五
・
四
一
里
菫
三
四
・
五
二
里
菫
三
五
・
一
八
恋
二
九
・
四
一
蓮
三
六
・
一
五
〔
判
〕
歌
合
水
鶏
一
一
・
三
六
十
三
番
歌
合
四
・
一
七
岡
山
　
高
蔭
会
員
消
息
一
二
・
四
三
近
詠
　
一
二
九
・
二
九
短
文
二
章
一
二
・
三
九
常
磐
会
へ
は
不
参
加
観
楓
会
へ
伺
候
二
〇
・
二
六
常
磐
会
へ
は
不
参
加
観
楓
会
へ
伺
候
二
一
・
二
二
─ 117 ─
な
る
か
み
一
三
・
五
三
二
草
集
六
・
一
一
羽
島
春
隆
の
歌
一
六
・
五
〔
競
〕
試
筆
三
〇
・
二
二
カ
香
川
　
景
樹
〔
評
〕
教
へ
く
さ
一
二
・
四
柘
植
蔭
夏
等
詠
草
　
一
二
・
一
五
柘
植
蔭
夏
等
詠
草
四
・
二
一
柘
植
蔭
夏
等
詠
草
六
・
一
三
柘
植
蔭
夏
等
詠
草
七
・
三
〇
加
藤
　
雄
吉
忠
友
の
歌
二
〇
・
一
四
田
代
清
秋
一
八
・
三
五
鎌
田
　
正
夫
川
原
撫
子
二
六
・
一
と
し
の
は
じ
め
一
八
・
一
わ
か
く
さ
二
一
・
一
〔
競
点
詠
草
〕
月
前
梅
二
〇
・
四
五
山
時
雨
二
八
・
四
三
暁
時
鳥
二
三
・
四
〇
心
静
見
花
三
二
・
三
三
深
夜
虫
二
六
・
四
六
藤
三
四
・
五
一
風
前
夏
草
三
六
・
一
七
瀧
音
知
春
三
二
・
二
八
〔
選
〕
岡
直
廬
大
人
還
暦
祝
賀
会
兼
題
一
六
・
四
七
第
二
十
八
回
常
磐
会
選
歌
三
〇
・
一
七
常
磐
会
第
三
十
三
回
選
歌
三
五
・
一
五
常
磐
会
第
三
十
四
回
選
歌
三
六
・
九
〔
判
〕
拾
番
歌
合
　
声
二
五
・
四
八
川
上
　
清
辰
詠
草
一
・
一
二
川
辺
　
　
清
近
世
名
家
集
解
題
及
び
抜
粋
　
一
一
四
・
三
〇
近
世
名
家
集
解
題
及
び
抜
粋
一
八
・
六
一
北
村
　
桂
美
松
か
ぜ
二
九
・
五
三
村
雨
二
六
・
四
一
久
野
　
広
成
え
び
す
草
　
一
一
六
・
五
四
え
び
す
草
一
七
・
四
七
え
び
す
草
　
其
二
一
九
・
五
五
え
び
す
草
　
三
二
一
・
五
九
え
び
す
草
　
四
二
二
・
五
一
納
涼
六
詠
二
五
・
三
一
水
鶏
舎
主
人
松
楓
集
抜
書
三
四
・
二
二
無
題
録
三
二
・
一
八
久
保
田
大
人
〔
競
点
詠
草
〕
星
一
六
・
四
三
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古
泉
　
千
樫
く
さ
ぐ
さ
の
歌
二
三
・
三
〇
漫
言
　
一
二
五
・
一
七
漫
言
　
二
二
六
・
一
六
小
出
　
　
粲
近
詠
録
二
・
一
六
〔
競
点
詠
草
〕
海
辺
月
一
四
・
三
〇
月
二
・
四
七
紅
葉
四
・
三
八
五
月
雨
一
一
・
四
四
山
路
の
秋
一
六
・
一
首
夏
藤
一
〇
・
三
〇
初
冬
一
六
・
三
〇
新
年
来
客
六
・
二
六
す
み
れ
九
・
三
四
霜
五
・
三
六
待
花
八
・
一
八
朝
顔
一
三
・
二
九
田
家
納
涼
一
二
・
三
〇
暮
秋
虫
一
五
・
四
〇
旅
中
新
年
一
八
・
四
四
サ
阪
　
　
正
臣
国
歌
会
十
番
歌
合
二
四
・
三
三
箱
根
離
宮
に
侍
り
て
二
七
・
　
一
春
ぞ
ま
た
る
る
一
九
・
　
一
坂
本
栄
次
郎
挿
画
及
裏
画
　
五
月
雨
一
一
・
　
一
ざ
く
ろ
の
や
国
歌
会
其
他
課
題
二
三
・
六
四
淋
し
さ
の
あ
ま
り
二
三
・
六
三
佐
々
木
信
綱
小
出
粲
翁
二
二
・
一
九
戸
田
茂
睡
二
六
・
　
九
戸
田
茂
睡
（
承
前
）
二
七
・
　
二
藤
原
定
家
の
歌
一
四
・
一
五
藤
原
定
家
の
歌
（
続
）
一
五
・
二
九
万
葉
集
を
読
む
二
三
・
五
二
〔
選
〕
第
二
十
八
回
常
磐
会
選
歌
三
〇
・
一
七
常
磐
会
第
三
十
三
回
選
歌
三
五
・
一
五
常
磐
会
第
三
十
四
回
選
歌
三
六
・
　
九
滋
岡
　
従
長
梅
の
に
ほ
ひ
一
三
・
四
八
近
詠
録
八
・
　
五
従
五
位
山
内
芳
秋
氏
略
伝
八
・
二
九
酔
歌
堂
主
人
会
員
消
息
一
二
・
四
三
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須
川
　
信
行
庭
の
松
か
げ
二
五
・
一
春
の
ゆ
め
ぢ
二
二
・
一
〔
競
点
詠
草
〕
海
辺
花
二
一
・
五
一
橋
上
霜
二
九
・
四
七
垣
夕
顔
二
四
・
三
九
紅
葉
残
二
七
・
三
七
樵
路
躑
躅
三
四
・
五
〇
〔
選
〕
常
磐
会
第
三
十
三
回
選
歌
三
五
・
一
五
常
磐
会
第
三
十
四
回
選
歌
三
六
・
九
〔
判
〕
歌
合
か
る
た
三
三
・
二
八
タ
高
崎
　
正
風
〔
談
〕
故
香
川
景
樹
翁
一
六
・
二
五
恋
愛
論
一
五
・
五
五
武
井
　
忍
助
を
こ
か
ま
し
き
歌
合
一
三
・
四
九
思
ひ
も
よ
ら
ぬ
同
し
歌
一
九
・
六
〇
会
員
消
息
一
二
・
四
三
旅
の
一
日
一
五
・
四
六
国
歌
の
発
刊
を
祝
し
て
一
・
六
玉
川
六
首
一
七
・
三
九
巴
人
の
調
五
・
四
〇
中
島
広
足
詠
草
二
〇
・
二
七
庭
の
萩
原
二
九
・
五
四
穂
井
田
忠
友
の
歌
一
九
・
三
九
無
名
之
歌
人
大
神
俊
草
二
一
・
二
一
旅
行
日
記
の
一
節
一
四
・
二
八
旅
行
日
記
の
片
々
一
六
・
四
〇
武
岡
　
豊
太
保
津
川
に
遊
て
二
六
・
三
九
田
所
　
千
秋
夏
月
涼
し
と
い
へ
る
こ
と
を
二
五
・
三
二
田
村
　
忠
明
猛
熊
出
没
多
二
四
・
五
二
遠
山
　
大
人
〔
競
点
詠
草
〕
郭
公
驚
夢
三
五
・
二
三
新
年
会
友
三
一
・
二
九
夜
思
落
花
三
三
・
三
六
鳥
山
　
一
人
鳥
の
橋
三
二
・
一
六
ナ
中
川
恭
次
郎
小
田
原
雑
詠
一
・
三
七
中
塚
　
正
斎
覚
厳
禅
師
と
和
歌
一
八
・
三
七
覚
厳
禅
師
と
和
歌
一
九
・
四
一
〔
寄
〕
果
園
廿
五
番
歌
合
　
一
二
八
・
一
四
果
園
廿
五
番
歌
合
　
二
二
九
・
一
三
果
園
廿
五
番
歌
合
　
三
三
一
・
四
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半
井
　
真
澄
浮
島
神
社
奇
観
記
　
一
一
四
・
二
三
浮
島
神
社
奇
観
記
　
二
一
五
・
二
三
浮
島
神
社
奇
観
記
　
三
一
七
・
三
四
浪
花
　
賤
男
聞
書
一
二
・
一
二
ハ
俳
銅
牛
八
着
眼
二
四
・
四
五
八
着
眼
（
承
前
）
二
五
・
二
〇
萩
原
　
広
道
歌
の
判
詞
一
二
・
二
〇
羽
生
　
東
洋
景
と
情
と
四
・
三
二
詞
考
雑
録
一
九
・
一
信
濃
に
遊
べ
り
し
松
波
遊
山
翁
六
・
一
九
古
川
古
松
軒
の
掘
り
出
し
物
一
四
・
四
古
川
古
松
軒
の
掘
り
出
し
物
一
五
・
八
藤
田
　
安
良
古
詞
歌
人
内
藤
中
心
一
三
・
五
五
古
詞
歌
人
内
藤
中
心
　
二
一
四
・
一
九
常
磐
題
一
六
・
四
五
某
大
家
和
歌
私
見
一
九
・
三
三
和
歌
私
見
二
〇
・
三
三
マ
正
宗
　
敦
夫
あ
ま
の
す
さ
び
三
〇
・
一
三
あ
ま
の
す
さ
び
三
一
・
一
九
裏
画
一
〇
海
野
遊
翁
の
話
二
七
・
一
五
会
員
消
息
一
一
・
五
〇
景
樹
翁
の
推
敲
洗
練
一
六
・
三
六
水
鶏
詞
一
一
・
二
桂
園
一
枝
略
解
稿
一
・
一
七
桂
園
一
枝
略
解
稿
　
二
二
・
四
三
桂
園
一
枝
略
解
稿
　
三
五
・
一
一
桂
園
一
枝
略
解
稿
　
四
八
・
四
五
玉
稿
二
九
・
一
七
古
今
集
選
注
六
・
四
三
古
今
選
注
七
・
四
二
古
今
選
注
　
三
一
一
・
五
〇
近
古
歌
話
一
・
八
今
古
歌
話
　
二
二
・
五
今
古
歌
話
　
三
五
・
二
八
今
古
歌
話
　
四
六
・
四
七
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今
古
歌
話
　
五
七
・
六
今
古
歌
話
　
七
八
・
一
二
今
古
歌
話
　
八
一
〇
・
二
四
今
古
歌
話
一
一
・
一
四
山
家
集
研
究
　
一
一
九
・
二
二
山
家
集
研
究
　
二
二
一
・
二
八
山
家
集
研
究
　
三
二
三
・
一
九
山
家
集
研
究
　
四
二
四
・
二
〇
山
家
集
研
究
　
五
二
六
・
二
八
山
家
集
研
究
二
八
・
二
八
終
刊
の
辞
三
六
・
一
発
刊
の
辞
一
・
一
富
士
谷
成
章
の
語
格
学
一
〇
・
三
五
富
士
谷
成
章
の
語
格
学
　
二
一
三
・
三
八
芳
秋
遺
稿
を
読
む
二
五
・
二
二
松
波
遊
山
先
生
三
・
一
七
正
宗
得
三
郎
内
表
紙
及
裏
画
一
五
・
一
裏
画
一
八
挿
画
一
三
・
二
二
挿
画
一
五
・
三
六
挿
画
　
閑
谷
黌
一
四
・
八
挿
画
　
し
ぐ
れ
一
七
・
一
九
正
宗
　
春
江
裏
画
一
〇
松
浦
　
辰
男
詠
史
　
一
二
〇
・
一
詠
史
　
二
二
一
・
三
塩
原
遊
草
一
四
・
一
す
み
れ
考
九
・
七
萩
坪
歌
話
　
一
六
・
二
九
萩
坪
歌
話
　
二
七
・
二
二
萩
坪
近
詠
六
・
四
〇
ふ
ぢ
ば
か
ま
考
一
三
・
一
八
旅
中
雑
詠
一
〇
・
一
六
〔
競
点
詠
草
〕
早
春
雪
七
・
一
三
竹
一
九
・
四
九
浦
立
秋
二
五
・
三
四
〔
判
〕
国
歌
会
歌
合
　
涙
二
八
・
三
九
拾
番
歌
合
二
一
・
三
六
松
下
　
藤
道
余
は
万
葉
集
を
好
む
五
・
一
松
田
　
元
良
歌
ほ
ぐ
一
・
一
六
松
波
　
遊
山
古
今
集
六
義
の
事
八
・
四
〇
水
音
　
好
平
女
歌
人
の
歌
三
一
・
一
二
女
歌
人
の
歌
三
四
・
三
二
女
歌
人
の
歌
　
三
三
五
・
五
宮
内
猪
之
熊
く
づ
歌
二
五
・
三
二
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く
づ
歌
　
二
二
六
・
四
〇
く
づ
歌
二
七
・
三
六
く
づ
歌
　
三
二
九
・
五
三
宮
脇
　
義
臣
近
詠
五
首
一
三
・
四
八
金
槐
集
管
見
　
一
一
六
・
一
七
金
槐
集
管
見
　
二
一
七
・
一
一
金
槐
集
管
見
一
八
・
二
二
将
来
に
於
る
歌
人
の
覚
悟
一
二
・
一
将
来
に
於
る
歌
人
の
覚
悟
（
承
前
）
一
三
・
一
将
来
に
於
る
歌
人
の
覚
悟
一
五
・
三
〔
判
〕
拾
番
歌
合
　
白
一
九
・
四
九
拾
番
歌
合
　
白
二
〇
・
五
一
森
田
　
恒
友
絵
画
の
歌
的
趣
味
一
八
・
三
二
絵
画
の
歌
的
趣
味
　
二
二
〇
・
三
〇
挿
画
一
〇
・
三
八
挿
画
一
三
・
三
二
草
汁
画
帖
　
一
一
七
・
四
三
表
紙
画
一
八
森
田
　
義
郎
八
田
知
紀
の
歌
一
八
・
一
九
八
田
知
紀
の
歌
一
九
・
一
一
森
　
　
松
蔵
敦
夫
詠
草
ヲ
読
ム
七
・
一
後
か
け
二
六
・
四
一
折
に
ふ
れ
て
八
・
五
二
会
員
消
息
一
二
・
四
三
難
田
の
江
の
島
二
九
・
五
四
よ
べ
つ
き
し
の
歌
に
就
て
一
三
・
五
八
ヤ
弥
富
　
秋
村
歌
学
漫
言
　
一
一
九
・
六
歌
学
漫
言
　
二
二
〇
・
七
歌
学
漫
言
二
一
・
五
歌
学
漫
言
　
四
二
二
・
一
六
歌
学
漫
言
　
五
二
九
・
一
目
さ
ま
し
草
三
三
・
二
三
弥
富
　
浜
雄
香
川
景
樹
が
所
謂
歌
及
び
し
ら
べ
の
概
念
六
・
二
三
香
川
景
樹
出
京
年
齢
考
一
三
・
四
国
歌
一
号
及
び
二
号
に
就
て
三
・
三
八
国
歌
発
刊
に
就
い
て
一
・
三
近
藤
光
輔
の
書
翰
五
・
三
長
沢
伴
雄
が
書
翰
一
一
・
二
八
中
島
広
足
香
川
景
樹
二
・
二
五
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リ臨
川
澄
月
上
人
二
・
三
七
（
か
わ
の
り
ょ
う
／
平
成
一
五
年
度
博
士
後
期
課
程
修
了
）
─ 124 ─
